
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

月下 香澄(ﾂｷｼﾀ ｶｽﾐ)

モルフェウス
ブラックドッグ

ドライバー

推定30代前半

渇望

貧乏

解放

成り上がり

カフェ店員

女

35

『ooZ』メンバー

3
3
1
1

1
0
0
0

0
0
0
0

4
3
1
1

29
7
7
12
24

1
1

すべての乗り物 噂話5 1

射撃 3r -

0 0

変異種:モルフェウス
アッシュローズ

ooZ
マオ

大間数彦
おーなー

れいちゃん

信頼
有為
庇護

好奇心
好奇心
庇護

劣等感
脅威
脅威

不快感
不安
不安

2

ワーディング

リザレクト

イオノクラフト

ヴィークルモーフィング

鋼の馬

巨匠の記憶

CR:モルフェウス

MAXボルテージ

ドッペルゲンガー

エースドライバー

成分分析

文書偽造
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2

2

2

1

1

1

-

1d10

1

2

2

2

2

4

5

1

オート

気絶時

ﾏｲﾅｰ

ﾏｲﾅｰ

ﾒｼﾞｬ/ﾘｱｸ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾘｱｸｼｮﾝ

視界

-

至近

至近

-

-

-

-

-

至近

シーン

自身

自身

自身

-

-

-

-

-

自身

自動

自動

自動

自動

-

-

-

対決

対決

対決

-

↓100

-

-

-

-

-

80

Dﾛｲｽ

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

飛行状態で戦闘移動。移動距離+［LV*2］

p140からヴィークルを選択。搭乗状態になれる。シーン終了まで

組み合わせた判定のダイス+LV個

〈運転：〉〈芸術：〉〈知識：〉〈情報：〉判定ダイス+LV個

C値-LV(下限7)

攻撃力+10。判定ダイス-1。シナリオLV回

組み合わせた攻撃に対象はガード、カバー不可。攻撃+5。シナリオLV回

組み合わせた判定でドッジ可

物体の構成要素を把握する

書類や紙幣などを忠実に偽造する

子供のような見た目の大人。
性格はマイペース。
学は無いが、新しい技術などには興味津々。
大切なものは、仕事、仕事仲間(ギルド)、金。

コレクションにするわけではないが、なんでも拾ってくる悪癖がある。
拾えるものならなんでも拾う。
使えそうであったりそうでもない機械類も拾う。野良の犬猫やハムスター等捨てペットなどの生き物から人間の子供までなんでも拾う。マオも拾った。
能力を用いて得た金で買った家は広く、拾ったものを仕舞いこむ空間はあるが、手狭になってくるほどに拾い物が多い。

物心つく頃には両親がおらず、家もなく裏路地に転がっていたため自身の生まれについてはあまりよく知らないが、色素の濃い肌の色や目の色から複数の国の血
が混ざっているのだろうということは分かっている。

現在の名前は日本で世話になった古い知人に付けられた名前で、日本名として使用している。
CNのCalthaは月下香澄の前に使っていた名前。

覚醒した切っ掛けは、金がなく食料を得られぬまま裏路地に転がっていた時、暖をとるため拾い集めてきた古新聞をたたみ、「あぁ…これが金だったらなぁ」な
んてぼんやり考えていた。
そうしているうちに、ふと気がつけば古新聞の手触りが変わっていた。見れば手の中にあったのは、新聞サイズのまま本物の紙幣の絵柄が連なった見知らぬ紙束
だった。
最初は何が起こったのか分からなかったが、その時から、自分が力を得たのだと、夢ではないのだと理解した。
これは自分がやったのだと自覚してから使いこなすまで、そう時間はかからなかった。
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